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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋め込み型パルス発生器と、
　前記パルス発生器が治療信号を送信できるように前記パルス発生器に接続された埋め込
み型信号送出要素と、
　を含み、
　前記パルス発生器は、前記治療信号を生成し、かつ前記治療信号を前記信号送出要素に
対して送信するための命令を収容する機械可読な媒体を含んでおり、
　前記治療信号の少なくとも一部は、１．５ｋＨｚから１００ｋＨｚまでの範囲の周波数
、０．１ｍＡから２０ｍＡまでの範囲の振幅、そして、１０マイクロ秒から３３３マイク
ロ秒までの範囲のパルス幅を有する、
　ことを特徴とする脊髄調整システム。
【請求項２】
　前記振幅の範囲が、０．５ｍＡから１０ｍＡまでである、請求項１に記載の脊髄調整シ
ステム。
【請求項３】
　前記振幅の範囲が、１ｍＡから６ｍＡまでである、請求項１に記載の脊髄調整システム
。
【請求項４】
　前記振幅の範囲が、１ｍＡから４ｍＡまでである、請求項１に記載の脊髄調整システム
。
【請求項５】
　前記振幅の範囲が、２ｍＡから３．５ｍＡまでである、請求項１に記載の脊髄調整シス
テム。
【請求項６】
　前記パルス幅の範囲が、２５マイクロ秒から１６６マイクロ秒までの範囲である、請求
項１乃至５のうちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項７】
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　前記パルス幅の範囲が、２５マイクロ秒から１６６マイクロ秒までの範囲である、請求
項１乃至５のうちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項８】
　前記周波数の範囲が、１．５ｋＨｚから５０ｋＨｚまでの範囲である、請求項１乃至７
のうちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項９】
　前記周波数の範囲が、３ｋＨｚから２０ｋＨｚまでの範囲である、請求項１乃至７のう
ちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１０】
　前記周波数の範囲が、３ｋＨｚから１５ｋＨｚまでの範囲である、請求項１乃至７のう
ちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１１】
　前記周波数の範囲が、３ｋＨｚから１０ｋＨｚまでの範囲である、請求項１乃至７のう
ちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１２】
　前記周波数が、１０ｋＨｚである、請求項１乃至７のうちいずれか一項に記載の脊髄調
整システム。
【請求項１３】
　前記周波数の範囲が、５ｋＨｚから１５ｋＨｚまでの範囲である、請求項１乃至７のう
ちいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１４】
　前記パルス発生器の信号送出パラメータを遠隔操作で更新するために前記埋め込み型パ
ルス発生器と無線で通信可能に接続された内科医プログラマーをさらに含むことを特徴と
する、請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１５】
　前記内科医プログラマーは、周波数、振幅、パルス幅、又は信号送出位置を更新するよ
う構成されている、請求項１４に記載の脊髄調整システム。
【請求項１６】
　前記パルス発生器は、５０％又はそれ以下の負荷サイクルで前記治療信号を送出するよ
う構成されている、請求項１乃至１５のいずれか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１７】
　前記信号送出デバイスは、複数の離間されたコンタクトを有し、脊髄の硬膜外腔への埋
め込みに適合した長形のリードを含んでいることを特徴とする、請求項１乃至１６のいず
れか一項に記載の脊髄調整システム。
【請求項１８】
　前記治療信号は、知覚異常を誘発しない治療信号である、請求項１乃至１７のいずれか
一項に記載の脊髄調整システム。
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